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広
島
で
越
向
け
初
船
積
み

ナ
ン
セ
イ
ス
チ
ー
ル
、5000
㌧
輸
出

優
秀
板
金
製
品
技
能
フ
ェ
ア

優
秀
板
金
製
品
技
能
フ
ェ
ア

ア
マ
ダ
ス
ク
ー
ル
が
表
彰
式

板
金
の
マ
ツ
ダ
な
ど
受
賞The New President

Interview

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

アジア向け停滞
市況下押し材料に

鉄スクラップ輸出鉄スクラップ輸出

鋼
構
造
研
究
・
教
育

助
成
40
件
採
択

鉄
連
、23
年
度

三
重
・
玉
城
町
に

6000
万
円
を
寄
付

渡
辺
パ
イ
プ

Ｕ
Ｃ
Ｃ
社
長
に

木
村
氏
が
就
任

7
月
1
日
付

マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
方
針
公
表

大
同
特
殊
鋼

取
締
役
に
澤
井
氏

伊
藤
忠
丸
紅
住
商

テ
ク
ノ
ス
チ
ー
ル

独
身
寮
建
て
替
え

定
年
65
歳
に
延
長

金
属
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
の
ナ
ン
セ
イ
ス
チ
ー
ル

（
本
社
＝
千
葉
県
船
橋
市
、
劉
国
利
社
長
）
は
、

昨
年
6
月
に
開
設
し
た
輸
出
ヤ
ー
ド
・
広
島
Ｎ
Ｍ

Ｂ
（
広
島
県
呉
市
）
で
初
と
な
る
ベ
ト
ナ
ム
向
け

の
船
積
み
を
実
施
し
た
。
輸
出
量
は
広
島
地
区
で

は
最
大
規
模
の
5
0
0
0
㌧
。
船
積
み
作
業
は
3

月
11
日
と
13
―
16
日
の
計
5
日
間
で
行
っ
た
。

広
島
Ｎ
Ｍ
Ｂ
で
の
船
積

み
は
今
回
で
3
回
目
。
1

回
目
は
昨
年
11
月
に
韓
国

向
け
に
1
9
0
0
㌧
、
2

回
目
は
12
月
に
韓
国
向
け

に
2
1
0
0
㌧
を
輸
出
し

た
。
品
種
は
い
ず
れ
も
Ｈ

2
。
次
回
の
船
積
み
は
未

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
す

で
に
2
0
0
0
㌧
程
度
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
確
保
し

て
い
る
。
今
後
も
1
―
2

カ
月
に
1
回
の
頻
度
で
、

2
0
0
0
―
5
0
0
0
㌧

の
輸
出
を
目
指
す
。

広
島
Ｎ
Ｍ
Ｂ
は
、
呉
市

の
阿
賀
マ
リ
ノ
ポ
リ
ス
内

に
開
設
し
た
同
社
唯
一
の

中
四
国
地
区
の
拠
点
。
提

携
先
の
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ

加
工
業
者
・
ナ
イ
ン
プ
ラ

ン
（
本
社
＝
広
島
県
東
広

島
市
、
若
狭
利
尚
社
長
）

を
中
心
と
し
た
企
業
か
ら

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
集
荷
し

て
い
る
。

ナ
イ
ン
プ
ラ
ン
は
昨
年

10
月
に
8
0
0
㌧
ニ
ュ
ー

ギ
ロ
を
導
入
し
、
事
業
を

本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
加

工
拠
点
・
馬
木
ヤ
ー
ド（
東

広
島
市
）
の
敷
地
面
積
は

約
2
5
0
0
平
方
㍍
で
、

1
日
の
加
工
可
能
量
は
約

2
0
0
㌧
。
若
狭
社
長
は

「
今
後
は
毎
月
5
0
0
0

㌧
の
出
荷
を
目
標
に
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

職
業
訓
練
法
人
ア
マ
ダ

ス
ク
ー
ル
（
伊
藤
克
英
理

事
長
）
は
18
日
、
神
奈
川

県
伊
勢
原
市
の
ア
マ
ダ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
第
35
回
優

秀
板
金
製
品
技
能
フ
ェ
ア

の
表
彰
式
を
開
催
し
た
。

主
な
受
賞
作
品
は
厚
生
労

働
大
臣
賞
に
板
金
・
溶
接

を
手
掛
け
る
マ
ツ
ダ
（
静

岡
県
）
の
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｅ

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」、経
済
産
業
大

臣
賞
に
最
上
イ
ン
ク
ス

（
京
都
府
）
の
「
ス
リ
ッ

ト
フ
ィ
ン
〜
自
由
な
伝
熱

フ
ィ
ン
〜
」が
選
ば
れ
た
。

対
面
で
の
表
彰
式
は
4
年

ぶ
り
。
今
回
は
応
募
総
数

2
1
5
点
（
国
内
1
3
8

点
、
海
外
77
点
）
か
ら
技

能
賞
以
上
の
優
秀
作
品
54

点
が
選
考
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
神
奈
川
県
知

事
賞
に
大
田
産
業
（
兵
庫

県
）
の
「
バ
ル
ー
ン
」
を

選
出
。
単
体
品
の
部
で
は

技
能
賞
を
本
間
鋼
業
（
千

葉
県
）
の
「
1
3
4
」
が

受
賞
し
た
。

表
彰
式
で
伊
藤
理
事
長

は
「
出
展
累
計
は
2
3
8

1
社
、
6
3
0
8
点
に
上

り
、
海
外
は
35
カ
国
、
1

6
8
3
点
に
達
す
る
、
こ

の
フ
ェ
ア
が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
て
い
る
証
左
だ
。
加

工
設
備
の
自
動
化
、
Ａ
Ｉ

化
が
進
む
一
方
、
技
能
継

承
者
育
成
は
難
し
く
な

る
。
当
フ
ェ
ア
が
一
助
と

な
れ
ば
と
思
う
」
と
同
フ

ェ
ア
の
重
要
性
唱
え
た
。

優
秀
板
金
製
品
技
能
フ

ェ
ア
は
、
板
金
加
工
技
術

の
向
上
な
ど
を
狙
い
に
1

9
8
9
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
。

平
鋼
メ
ー
カ
ー
大
手
の
新
関
西
製
鉄（
本
社
＝
堺
市
）

は
需
要
縮
小
に
対
応
す
る
た
め
、
電
炉
製
鋼
や
圧
延
ラ

イ
ン
の
集
約
な
ど
抜
本
的
な
生
産
体
制
の
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
昨
年
12
月
に
就
任
し
た
松
谷
修
社
長

は「
今
後
、
そ
の
大
き
な
集
約
効
果
が
必
ず
出
て
く
る
」

と
期
待
す
る
。
さ
ら
に
次
世
代
を
に
ら
ん
だ
電
炉
製
鋼

の
大
幅
な
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
大
型
設
備
投
資
も
決

め
た
。
松
谷
社
長
に
今
後
の
方
針
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
18
年
ぶ
り
の
プ
ロ
パ

ー
社
長
と
な
る
。
就
任
の
抱

負
を
。

「
こ
こ
数
年
は
厳
し
い
業

績
が
続
き
、
会
社
も
ど
こ
か

縮
こ
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
よ

う
や
く
今
期
（
2
0
2
3
年

9
月
期
）
に
入
っ
て
月
次
で

黒
字
転
換
し
、
通
期
で
も
黒

字
化
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。
ま
ず
は
『
明
る
く
元

気
に
楽
し
く
』
仕
事
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
当
社
の
強
み
で
あ
る

『
人
』
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
会
社

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
」

―
―
主
力
の
平
鋼
市
場
の

動
向
に
つ
い
て
は
。

「
関
西
製
鋼
と
臨
港
製
鉄

が
合
併
し
、
新
関
西
製
鉄
が

誕
生
し
た
2
0
0
1
年
に
は

年
間
1
4
0
万
㌧
近
い
平
鋼

需
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
22

年
は
70
万
㌧
を
割
り
込
ん
で

い
る
。
た
だ
、
今
年
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
好
調
だ
っ
た

建
設
機
械
向
け
な
ど
が
減
少

に
転
じ
る
と
予
想
す
る
一
方

で
、
建
設
需
要
の
持
ち
直
し

な
ど
か
ら
平
鋼
需
要
も
緩
や

か
に
回
復
す
る
だ
ろ
う
」

―
―
昨
年
3
月
末
に
は
星

田
工
場
の
圧
延
ラ
イ
ン
の
集

約
工
事
が
完
了
し
た
。

「
2
0
1
5
年
に
星
田
工

場
の
電
炉
を
休
止
し
、
製
鋼

を
堺
工
場
の
1
基
に
集
約
す

る
な
ど
需
要
に
合
わ
せ
た
生

産
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

今
回
の
圧
延
ラ
イ
ン
集
約
で

は
第
2
圧
延
で
生
産
し
て
い

た
小
形
平
鋼
を
中
形
の
第
1

圧
延
に
集
約
し
た
。
2
ラ
イ

ン
2
直
操
業
か
ら
1
ラ
イ
ン

3
直
に
切
り
替
え
て
か
ら
ほ

ぼ
1
年
が
た
ち
、
計
画
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
非
常
に

難
し
い
取
り
組
み
だ
っ
た

が
、
そ
の
分
だ
け
集
約
効
果

は
大
き
い
も
の
に
な
る
と
期

待
し
て
い
る
」

―
―
堺
工
場
に
約
25

億
円
投
じ
、
ダ
ニ
エ
リ

社
製
の
次
世
代
型
電
気

炉
製
鋼
電
源
装
置
「
Ｑ

―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
導
入
す

る
。「

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
が
続
く
中
、
電

力
や
電
極
原
単
位
の
大

幅
な
改
善
が
見
込
め
る

『
Ｑ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
』
の
導

入
は
コ
ス
ト
高
騰
な
ど

に
対
応
す
る
最
大
の
武
器
に

な
る
。
来
年
秋
の
稼
働
を
目

指
し
て
設
置
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
た
め
の
工
事
な
ど
に

着
手
し
た
。
会
社
の
威
信
を

か
け
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
付
け
て
お
り
、
全
社

を
挙
げ
て
必
ず
成
功
さ
せ
た

い
」「

特
に
電
力
は
契
約
体
系

の
変
更
な
ど
に
伴
い
、
昼
夜

の
料
金
価
格
差
が
さ
ら
に
縮

ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
電
炉

業
界
は
夜
間
の
安
価
な
電
力

を
使
う
『
ふ
く
ろ
う
操
業
』

が
続
い
て
き
た
が
、
将
来
的

に
は
『
Ｑ
―
Ｏ
Ｎ
Ｅ
』
導
入

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
が

働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
い
る
」

―
―
コ
ス
ト
高
に
対
応
す

る
た
め
の
販
売
政
策
な
ど
に

つ
い
て
。

「
当
社
は
建
設
機
械
や
造

船
向
け
な
ど
の
ひ
も
付
き
販

売
が
8
割
以
上
を
占
め
、
こ

れ
ま
で
は
コ
ス
ト
高
へ
の
価

格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
が
収
益

を
圧
迫
し
て
い
た
。
足
元
は

ひ
も
付
き
需
要
家
の
理
解
を

得
な
が
ら
製
品
値
上
げ
を
進

め
、収
益
は
改
善
し
て
い
る
。

20
年
、
30
年
先
の
将
来
を
見
据

え
た
設
備
投
資
な
ど
を
進
め
る

た
め
に
も
市
場
動
向
を
見
極
め

て
需
要
を
補
足
し
、
安
定
収
益

を
確
保
し
て
い
き
た
い
」

―
―
脱
炭
素
化
の
流
れ
が
続

く
中
、
世
界
的
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
。
今

後
の
調
達
方
針
は
。

「
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
調
達
で
き
る

よ
う
な
時
代
で
は
な
く
な
っ

た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
も
当

面
高
値
で
推
移
す
る
だ
ろ
う

が
、
ま
ず
は
地
場
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
企
業
と
の
関
係
強
化
に
努

め
て
い
く
ほ
か
な
い
」

―
―
鉄
鋼
業
界
全
体
の
課
題

と
し
て
、
物
流
の
「
2
0
2
4

年
問
題
」
も
迫
っ
て
い
る
。

「
物
流
業
界
の
働
き
方
改
革

に
伴
う
も
の
で
、
輸
送
量
の
減

少
が
懸
念
さ
れ
る
。
た
だ
、
当

社
で
は
以
前
か
ら
輸
送
能
力
を

確
保
す
る
た
め
、
物
流
を
担
う

協
力
会
社
と
対
話
し
な
が
ら
対

策
を
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
今

後
は
岸
壁
か
ら
の
海
上
輸
送
を

さ
ら
に
活
用
し
、
遠
方
へ
の
出

荷
能
力
を
引
き
上
げ
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
く
方
針
だ
」

（
早
間

大
吾
）

▽松谷修（まつたに・おさむ）
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ア
ジ
ア
か
ら
の
日
本
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
へ
の
買
い

が
細
っ
て
い
る
。
国
際
相

場
に
比
べ
て
割
高
な
価
格

が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。
世
界
最
大
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
入
国
の
ト
ル
コ

で
、
震
災
後
の
復
興
需
要

が
一
服
し
た
こ
と
も
ア
ジ

ア
に
様
子
見
ム
ー
ド
を
も

た
ら
し
た
。
さ
ら
に
為
替

の
円
高
が
輸
出
の
新
規
商

談
を
難
航
さ
せ
て
も
い

る
。
輸
出
不
振
が
国
内
市

況
を
さ
ら
に
下
押
し
す
る

材
料
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。直

近
の
韓
国
向
け
の
輸

出
商
談
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
不
動
産
市
況
の
低
迷

に
よ
る
鉄
鋼
需
要
の
減
退

な
ど
が
響
い
て
い
る
も
よ

う
で
、
需
要
の
低
迷
は
今

後
も
続
く
と
み
ら
れ
る
。

あ
る
商
社
に
よ
る
と
、
今

月
10
日
ご
ろ
に
東
国
製
鋼

は
ロ
シ
ア
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ
ト
ン
当
た
り

4
1
8
㌦
前
後
と
い
う
割

安
な
価
格
で
購
入
し
た
も

よ
う
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
向
け
の
商
談

も
停
滞
し
て
お
り
、
3
月

初
旬
以
降
は
成
約
が
大
幅

に
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

ま
た
台
湾
の
あ
る
企
業
は

先
週
、
日
本
に
対
し
て
Ｈ

1
と
Ｈ
2
の
ミ
ッ
ク
ス
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
Ｃ
Ｆ
Ｒ
4
4

0
―
4
4
5
㌦
前
後
で
輸

入
し
た
い
意
向
を
示
し
、

「
4
5
0
㌦
以
上
の
高
値

成
約
に
抵
抗
し
て
い
る
」

（
輸
出
業
者
）
と
い
う
。

22
日
時
点
の
日
本
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
総
合
価
格
（
3

地
区
電
炉
の
購
入
価
格
平

均
、
Ｈ
2
、
産
業
新
聞
調

べ
）
は
ト
ン
当
た
り
5
万

4
8
0
0
円
で
、
ド
ル
換

算
で
は
4
1
3
㌦
前
後
の

計
算
に
な
る
。
Ｃ
Ｆ
Ｒ
で

は
輸
出
元
が
貨
物
を
船
に

積
み
込
む
ま
で
の
費
用
と

海
上
運
賃
を
負
担
す
る
た

め
、
日
本
の
相
場
は
国
際

価
格
に
比
べ
割
高
で
推
移

し
て
い
る
。

韓
・
越
・
台
か
ら
の
買

い
が
弱
ま
っ
て
い
る
一
方

で
、
ア
ジ
ア
経
済
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
中
国
の

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
は
上

が
り
続
け
て
い
る
。
春
の

鉄
鋼
需
要
期
に
向
け
た
期

待
感
が
鋼
材
価
格
を
上
昇

さ
せ
、
原
料
の
価
格
も
引

き
上
げ
る
。
中
国
の
影
響

が
今
後
ど
の
程
度
近
隣
諸

国
に
影
響
す
る
か
は
不
透

明
だ
。

日
本
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

輸
出
先
の
メ
イ
ン
は
韓
国

と
ベ
ト
ナ
ム
。
22
年
の
年

間
輸
出
量
は
6
3
0
万
㌧

で
、
こ
の
う
ち
韓
国
向
け

が
3
1
4
万
㌧
で
約
半
数

を
占
め
る
。
次
点
が
ベ
ト

ナ
ム
向
け
で
1
3
1
万

㌧
、
3
位
が
台
湾
向
け
で

62
万
㌧
だ
っ
た
。

日
本
鉄
鋼
連
盟
は
22

日
、
2
0
2
3
年
度
「
鋼

構
造
研
究
・
教
育
助
成
事

業
」
の
助
成
金
給
付
対
象

研
究
テ
ー
マ
公
募
の
採
択

結
果
を
発
表
し
た
。
学
識

経
験
者
で
構
成
す
る
審
査

委
員
会
（
委
員
長
＝
関
谷

慶
宣
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル

常
務
執
行
役
員
）
が
審
査

し
、
総
数
40
件
（
う
ち
土

木
22
件
、
建
築
18
件
）、募

集
区
分
別
で
は
研
究
分
野

指
定
助
成
4
件
、
鋼
構
造

研
究
支
援
助
成
36
件
（
若

手
比
率
は
44
・
4
％
）
の

採
択
を
決
め
た
。

23
年
度
助
成
事
業
は
、

22
年
10
月
3
日
か
ら
11
月

30
日
に
わ
た
り
助
成
総
額

最
大
6
5
0
0
万
円
程
度

で
鋼
構
造
に
関
す
る
研
究

テ
ー
マ
の
公
募
を
行
っ

た
。応
募
件
数
は
65
件（
う

ち
土
木
35
件
、
建
築
30

件
）、申
込
金
額
の
合
計
は

約
1
億
3
0
0
0
万
円
に

達
し
た
。
募
集
区
分
別
で

は
指
定
課
題
型
の
研
究
分

野
指
定
助
成
は
5
件
、
自

由
課
題
型
の
鋼
構
造
研
究

支
援
助
成
は
60
件
（
40
歳

以
下
の
若
手
比
率
は
44
・

4
％
）
に
上
っ
た
。

研
究
分
野
指
定
の
選
定

件
数
4
件
の
内
訳
は
、
建

築
分
野（
自
然
災
害
、安
全

性
向
上
）2
件
、建
築
分
野

（
競
争
力
強
化
、市
場
創

出
）1
件
、環
境
分
野
1

件
。鋼
構
造
研
究
支
援
36

件
は
土
木
分
野
21
件
、
建

築
分
野
15
件
だ
っ
た
。

審
査
委
員
会
で
は
質
の

高
い
研
究
テ
ー
マ
の
申
込

が
多
か
っ
た
ほ
か
、
若
手

の
採
択
が
4
割
を
超
え
、

次
代
を
担
う
鋼
構
造
研
究

者
も
着
実
に
育
っ
て
お

り
、
鋼
構
造
研
究
基
盤
の

底
上
げ
が
進
ん
で
い
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。

管
工
機
材
商
社
大
手
の

渡
辺
パ
イ
プ
（
本
社
＝
東

京
都
中
央
区
、
渡
辺
圭
祐

社
長
）
は
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
（
地
方
創
生
応

援
税
制
）
を
通
じ
て
、
三

重
県
玉
城
町
に
6
0
0
0

万
円
を
寄
付
し
た
。
同
町

が
進
め
る
新
規
就
農
者
の

採
用
増
、
地
域
振
興
事
業

に
活
用
を
促
す
。
20
日
に

渡
辺
パ
イ
プ
東
京
本
社
で

寄
付
金
贈
呈
式
を

行
っ
た
。

三
重
県
玉
城
町

は
「
か
お
り
野
・

章
姫
」
、「
次
郎

柿
」、「
玉
城
産
ブ

ド
ウ
」、「
玉
城
産

豚
」
な
ど
有
名
な

特
産
品
の
生
産
を

行
い
ブ
ラ
ン
ド
化

を
推
進
し
て
い

る
。
一
方
、
農
業
従
事
者

の
減
少
や
販
路
開
拓
な
ど

の
課
題
に
取
り
組
む
べ

く
、
新
規
就
農
者
の
採
用

増
、
地
域
振
興
事
業
を
推

し
進
め
て
き
た
。

渡
辺
パ
イ
プ
は
農
業
と

も
深
い
関
わ
り
を
持
ち
な

が
ら
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
玉
城
町
の
取
り
組
み

に
賛
同
し
、
さ
ら
な
る
農

業
の
活
性
化
に
貢
献
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
寄
付

を
行
っ
た
。

同
社
は
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

「
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ａ
2
0
3
0

宣
言
」
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
あ
る
「
社
会
の
た
め

に
地
域
と
共
生
で
き
る
環

境
づ
く
り
」
の
一
環
と
し

て
今
期
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
の
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
、
総
額
8
5
0

0
万
円
を
4
自
治
体
に
寄

付
し
て
い
る
。

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
は
22

日
、
7
月
1
日
付
で
タ
イ

子
会
社
の
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｕ

Ｃ
Ｃ
）
の
社
長
に
紅
忠
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
社
長
兼
紅
忠
コ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
東
北
社
長

の
木
村
隆
太
氏
が
就
任
す

る
と
発
表
し
た
。
木
村
氏

は
4
月
1
日
付
で
同
社
Ｄ

ｅ
ｐ
ｕ
ｔ
ｙ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ

ｇ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ

ｔ
ｏ
ｒ
に
就
く
。

大
同
特
殊
鋼
は
22
日
、

株
主
や
従
業
員
、取
引
先
、

顧
客
、
債
権
者
、
地
域
社

会
な
ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
価
値
協

創
、
適
切
な
協
働
を
通
じ

た
持
続
的
な
企
業
価
値
向

上
や
、
そ
の
成
果
の
適
切

な
分
配
な
ど
を
目
指
す

「
マ
ル
チ
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
方
針
」を
公
表
し
た
。

取
引
先
と
の
共
存
共

栄
、
望
ま
し
い
取
引
慣
行

の
遵
守
な
ど
を
定
め
た

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」（
2
0
2
0
年
9

月
）
や
、
顧
客
の
満
足
度

や
感
動
に
つ
な
が
る
「
お

客
さ
ま
へ
の
取
り
組
み
」、

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
貢
献

を
重
視
す
る
「
地
域
社
会

へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
打
ち
出
し
て

い
る
方
針
に
、
人
材
投
資

の
積
極
化
や
従
業
員
へ
の

持
続
的
な
還
元
を
目
指
す

方
針
を
加
え
、
マ
ル
チ
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
方
針
と

し
て
ま
と
め
た
。

伊
藤
忠
丸
紅
住
商
テ
ク

ノ
ス
チ
ー
ル
は
22
日
、取

締
役
兼
執
行
役
員
建
築
・

鉄
構
部
門
長
代
行
兼
営
業

第
二
部
門
部
門
長
補
佐
兼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担
当

に
澤
井
毅
営
業
第
一
部
門

部
門
長
補
佐
が
就
任
す
る

な
ど
4
月
1
日
付
役
員
人

事
を
発
表
し
た
。取
締
役

兼
常
務
執
行
役
員
営
業
第

二
部
門
長
に
波
多
野
淳
一

取
締
役（
非
常
勤
）が
就

く
。取

締
役
兼
専
務
執
行
役

員
建
築
・
鉄
構
部
門
長
に

松
原
弘
幸
取
締
役
兼
常
務

執
行
役
員
建
築
・
鉄
構
部

門
長
、
取
締
役
兼
常
務
執

行
役
員
営
業
第
一
部
門
長

兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担

当
に
山
口
隆
取
締
役
兼
執

行
役
員
建
築
・
鉄
構
部
門

長
代
行
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
兼
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
部
長
、
常
務
執
行

役
員
営
業
第
三
部
門
長
兼

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担
当

に
庄
田
貴
保
執
行
役
員
営

業
第
二
部
門
長
代
行
兼
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
担
当
が

昇
格
。

執
行
役
員
営
業
第
一
部

門
部
門
長
補
佐
に
瀧
山
徹

営
業
第
一
部
門
棒
鋼
部

長
、
執
行
役
員
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
部
門
部
門
長
補
佐
兼

財
務
経
理
部
長
に
横
井
幹

之
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
部
門
財

務
経
理
部
長
兼
財
務
課
長

が
就
任
す
る
。

日
本
鋳
造

▽
賃
金
改
善
＝
2
0
2

2
年
度
の
回
答
額
で
あ
る

組
合
員
1
人
当
た
り
3
5

0
0
円
に
1
5
0
0
円
を

加
算
し
、
同
5
0
0
0
円

と
す
る
。

▽
年
間
一
時
金
＝
業
績

連
動
分
に
加
え
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
お

け
る
生
産
変
動
や
操
業
人

員
確
保
に
対
す
る
協
力
、

そ
の
後
の
受
注
増
・
生
産

増
へ
の
柔
軟
な
対
応
に
報

い
る
た
め
、
23
年
夏
季
賞

与
支
給
と
同
時
に
組
合
員

1
人
当
た
り
5
万
円
を
支

給
す
る
。

▽
そ
の
他
＝
最
低
賃

金
、
年
齢
別
最
低
賃
金
の

協
定
を
締
結
。
作
業
長
手

当
を
5
0
0
0
円
、
工
長

手
当
を
2
5
0
0
円
増
額

す
る
。
本
社
と
福
山
製
造

所
以
外
の
地
区
に
お
け
る

食
事
手
当
補
助
を
月
6
0

0
0
円
に
増
額
す
る
。

大
同
特
殊
鋼
は
22
日
、

独
身
従
業
員
向
け
の
寮

「
元
浜
寮
」（
愛
知
県
東
海

市
）
を
建
て
替
え
る
と
発

表
し
た
。
老
朽
化
へ
の
対

応
と
と
も
に
、
福
利
厚
生

施
設
の
充
実
に
よ
り
、
採

用
力
の
強
化
や
従
業
員
満

足
度
の
向
上
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
く
。
総
建
設
費
用

は
約
28
億
円
で
、
今
月
か

ら
工
事
に
着
手
し
て
お

り
、
竣
工
は
2
0
2
4
年

2
月
の
予
定
。

現
在
の
元
浜
寮
が
築
後

60
年
弱
を
経
過
し
、
老
朽

化
し
た
こ
と
か
ら
建
替
え

を
決
定
。
新「
元
浜
寮（
仮

称
）」は
、
屋
上
に
太
陽
光

発
電
用
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
を
設
置
し
、
Ｃ
Ｏ
2
排

出
量
削
減
に
寄
与
す
る
ほ

か
、
男
女
別
々
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
や
共
用
の

座
談
室
な
ど
を
整
備
し
、

寮
生
間
の
交
流
も
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
を

凝
ら
す
と
と
も
に
、
快
適

な
居
住
環
境
を
提
供
す

る
。新

寮
の
概
要
は
、
敷
地

面
積
が
1
万
5
9
9
1
平

方
㍍
、
建
築
面
積
が
2
9

1
3
平
方
㍍
、
建
築
延
床

面
積
が
9
4
2
6
平
方

㍍
。
5
階
建
て
の
住
居
棟

2
棟
と
2
階
建
て
の
共
用

棟
1
棟
で
構
成
し
、
住
戸

数
は
3
6
2
戸
で
、
駐
車

台
数
は
4
0
2
台
。

大
同
特
殊
鋼
は
22
日
、

定
年
年
齢
を
現
在
の
60
才

か
ら
65
歳
に
引
き
上
げ
る

と
発
表
し
た
。
労
働
力
人

口
の
減
少
や
現
場
力
の
維

持
・
向
上
な
ど
の
た
め
、

高
齢
者
の
活
躍
推
進
に
向

け
た
定
年
年
齢
の
引
き
上

げ
が
必
要
と
し
て
、
労
働

組
合
と
合
意
し
た
。
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
観
点

か
ら
も
、
多
様
な
人
材
の

活
躍
と
働
き
が
い
を
感
じ

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。

2
0
2
3
年
度
以
降
に

60
歳
に
到
達
す
る
従
業
員

が
対
象
で
、
組
合
員
に
対

し
て
は
入
社
か
ら
65
歳
ま

で
の
一
貫
し
た
雇
用
形
態

の
も
と
で
、
連
続
性
の
あ

る
賃
金
制
度
と
す
る
。
処

遇
制
度
も
よ
り
成
果
・
役

割
を
重
視
し
た
も
の
に
見

直
し
、
若
年
時
の
賃
金
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、
若

年
層
の
定
着
・
育
成
に
注

力
し
て
い
く
。

日
本
製
鉄
（
続
き
）

《
名
古
屋
製
鉄
所
》

▽
総
務
部
人
事
総
務
室
長
兼

〈
本
社
〉
内
部
統
制
・
監
査
部

主
幹（〈
本
社
〉
人
事
労
政
部
人

事
室
人
事
課
長
兼
〈
本
社
〉
人

事
労
政
部
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
室
主

幹
）
河
本
悠

▽
〃
経
理
室
主
幹
（
総
務
部

経
理
室
主
査
）
冨
田
博
史

▽
兼
労
働
・
購
買
部
労
政
人

事
室
部
長
代
理
＝
生
産
技
術
部

部
長
代
理
兼
労
働
・
購
買
部
協

力
会
社
連
携
室
部
長
代
理
兼
生

産
技
術
部
生
産
技
術
室
部
長
代

理
兼
〈
本
社
〉
デ
ジ
タ
ル
改
革

推
進
部
部
長
代
理

櫻
井
秀
明

▽
〃
上
席
主
幹
＝
労
働
・
購

買
部
協
力
会
社
連
携
室
上
席
主

幹

石
井
孝
宣

▽
労
働
・
購
買
部
労
政
人
事

室
労
働
人
事
課
長
兼
総
務
部
人

事
総
務
室
主
幹
兼
労
働
・
購
買

部
協
力
会
社
連
携
室
主
幹（〈
本

社
〉
薄
板
事
業
部
ブ
リ
キ
・
電

磁
鋼
板
営
業
部
ブ
リ
キ
国
内
室

ブ
リ
キ
国
内
第
二
課
長
兼
〈
本

社
〉
薄
板
事
業
部
ブ
リ
キ
・
電

磁
鋼
板
営
業
部
ブ
リ
キ
輸
出
室

主
幹
）
森
貴
幸

▽
〃
協
力
会
社
連
携
室
工
事

・
整
備
請
負
課
長
（
労
働
・
購

買
部
協
力
会
社
連
携
室
工
事
・

整
備
請
負
課
主
幹
）
岩
田
竜
治

▽
復
職
・
労
働
・
購
買
部
協

力
会
社
連
携
室
工
事
・
整
備
請

負
課
主
幹（〈
本
社
〉
人
事
労
政

部
主
幹
社
外
勤
務
休
職
吉
川
工

業
出
向
）
田
中
直
紀

▽
安
全
環
境
防
災
部
部
長
代

理
（
安
全
環
境
防
災
部
安
全
健

康
室
長
兼
〈
本
社
〉
安
全
推
進

部
上
席
主
幹
）
水
野
徳
博

▽
〃
安
全
健
康
室
長
兼
〈
本

社
〉安
全
推
進
部
上
席
主
幹（
薄

板
部
め
っ
き
工
場
長
）
高
丸
広

毅
▽
〃
安
全
健
康
室
安
全
推
進

課
長
（
安
全
環
境
防
災
部
安
全

健
康
室
安
全
推
進
課
主
幹
）
曽

根
弘
行

▽
生
産
技
術
部
生
産
技
術
室

生
産
計
画
課
主
幹
（
生
産
技
術

部
生
産
技
術
室
生
産
計
画
課
主

査
）
平
川
信
一

▽
品
質
管
理
部
品
質
保
証
室

品
質
保
証
課
主
幹
（
品
質
管
理

部
品
質
保
証
室
品
質
保
証
課
主

幹
兼
品
質
管
理
部
一
貫
管
理
室

主
幹
）
熊
谷
洋
志

▽
〃
薄
板
管
理
室
冷
め
管
理

課
長
（
薄
板
部
精
整
検
査
室
精

整
検
査
課
長
）
内
田
尚
利

▽
〃
設
計
・
出
荷
管
理
課
長

（
品
質
管
理
部
薄
板
管
理
室
技

術
サ
ー
ビ
ス
課
長
）
成
瀬
学

▽
〃
冷
め
管
理
課
上
席
主
幹

（
〃
冷
め
管
理
課
長
）
丸
田
亮

▽
品
質
管
理
部
ブ
リ
キ
管
理

室
主
幹
（
品
質
管
理
部
ブ
リ
キ

管
理
室
主
査
）
水
谷
知
弘

▽
〃
鋼
管
管
理
室
商
品
技
術

課
主
幹
（
〃
鋼
管
管
理
室
商
品

技
術
課
主
査
）
市
瀬
祐
輔

▽
〃
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
室
開

発
試
験
課
主
幹
（
〃
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
室
開
発
試
験
課
主
査
）

野
崎
貴
行

▽
工
程
業
務
部
工
程
計
画
室

長
（
工
程
業
務
部
工
程
計
画
室

製
鋼
熱
延
計
画
課
長
兼
工
程
業

務
部
工
程
計
画
室
ス
ラ
ブ
分
譲

・
外
販
課
長
）
神
谷
勲

▽
〃
工
程
計
画
室
製
鋼
熱
延

計
画
課
長
兼
工
程
業
務
部
工
程

計
画
室
ス
ラ
ブ
分
譲
・
外
販
課

長
（
〃
工
程
企
画
室
主
幹
兼
工

程
業
務
部
薄
板
工
程
室
主
幹
）

江
森
豊

▽
〃
薄
板
工
程
室
薄
板
企
画

課
長（〈
本
社
〉
薄
板
事
業
部
薄

板
企
画
室
薄
板
事
業
企
画
課
主

査
）
祝
啓
太

▽
〃
冷
薄
進
度
課
長
兼
工
程

業
務
部
薄
板
工
程
室
薄
手
進
度

課
長
（
工
程
業
務
部
薄
板
工
程

室
薄
手
進
度
課
長
）
沢
田
佳
明

▽
工
程
業
務
部
鋼
管
工
程
室

長
兼
鋼
管
部
上
席
主
幹
（
九
州

工
程
業
務
部
光
鋼
管
工
程
業
務

室
長
）
魚
住
明

▽
製
鋼
部
製
鋼
技
術
室
連
鋳

・
特
殊
鋼
技
術
課
主
幹
（
製
鋼

部
製
鋼
技
術
室
連
鋳
・
特
殊
鋼

技
術
課
主
査
）
山
室
佳
祐

▽
薄
板
部
熱
延
技
術
室
長

（
薄
板
部
熱
延
工
場
長
）
池
永

雅
人▽

〃
熱
延
技
術
室
熱
延
技
術

課
長
兼
薄
板
部
冷
延
め
っ
き
技

術
室
冷
延
め
っ
き
企
画
課
主
幹

（
〃
冷
延
め
っ
き
技
術
室
冷
延

め
っ
き
企
画
課
主
幹
兼
品
質
管

理
部
一
貫
管
理
室
主
幹
兼
薄
板

部
熱
延
技
術
室
主
幹
）
齋
藤
元

昭
▽
〃
冷
延
め
っ
き
技
術
室
冷

延
技
術
課
長
（
〃
冷
延
技
術
課

主
査
）
菊
地
良
貴

▽
〃
熱
延
工
場
長
（
安
全
環

境
防
災
部
安
全
健
康
室
安
全
推

進
課
長
）
溝
口
洋
祐

▽
〃
め
っ
き
工
場
長
（
薄
板

部
冷
延
め
っ
き
技
術
室
冷
延
技

術
課
長
）
鈴
木
晶
博

▽
鋼
管
部
電
縫
鋼
管
工
場
電

縫
鋼
管
課
長
（
鋼
管
部
電
縫
鋼

管
工
場
電
縫
鋼
管
課
長
兼
鋼
管

部
電
縫
鋼
管
工
場
電
縫
鋼
管
課

鋼
管
係
長
）
笠
原
憲
文

▽
設
備
部
部
長
代
理
（
設
備

部
設
備
管
理
室
長
）
山
田
太
一

▽
〃
設
備
管
理
室
調
達
技
術

・
資
材
管
理
課
長
（
〃
設
備
管

理
室
工
事
管
制
課
主
幹
）
青
戸

剛
▽
兼
設
備
部
設
備
技
術
企
画

室
長
＝
設
備
部
機
械
技
術
室
長

佐
々
木
隆
志

▽
設
備
部
機
械
技
術
室
圧
延

機
械
技
術
課
主
幹
（
設
備
部
機

械
技
術
室
圧
延
機
械
技
術
課
主

査
）
岩
渕
竜
大

▽
〃
制
御
技
術
室
圧
延
制
御

技
術
課
主
幹
（
〃
制
御
技
術
室

圧
延
制
御
技
術
課
主
査
）
隅
田

紘
平▽

〃
プ
ロ
セ
ス
技
術
室
長

（
技
開
本
部
プ
ロ
セ
ス
研
究
所

プ
ロ
セ
ス
技
術
部
表
面
処
理
プ

ロ
セ
ス
研
究
室
研
究
第
二
課

長
）
末
松
芳
章

▽
〃
プ
ロ
セ
ス
技
術
室
製
鋼

・
圧
延
プ
ロ
セ
ス
技
術
課
主
幹

（
設
備
部
プ
ロ
セ
ス
技
術
室
製

鋼
・
圧
延
プ
ロ
セ
ス
技
術
課
主

査
）
齋
藤
瑠
美

▽
〃
土
建
技
術
室
土
建
技
術

課
長
兼
〈
本
社
〉
設
備
・
保
全

技
術
セ
ン
タ
ー
土
木
建
築
技
術

部
土
建
設
備
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
室
土
建
設
備
第
三
課
主
幹

（
〃
土
建
技
術
室
土
建
設
備
課

長
）
佐
藤
健
一

▽
〃
土
建
技
術
室
土
建
整
備

課
長
（
〃
土
建
整
備
・
工
事
管

理
課
長
）
関
一
優

▽
〃
土
建
整
備
課
上
席
主
幹

（
〃
土
建
整
備
・
工
事
管
理
課

上
席
主
幹
）
岩
本
豊

▽
〃
主
幹
（
〃
主
幹
）
松
浦

雄
一

4
面
に
続
く

玉
城
町
の
辻
村
町
長
㊧
と

渡
辺
パ
イ
プ
の
渡
辺
社
長

船積みの様子

伊
藤
理
事
長

マ
ツ
ダ
の
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
㊤
と

最
上
イ
ン
ク
ス
の
ス
リ
ッ
ト
フ
ィ
ン
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集
約
効
果
大
い
に
期
待

集
約
効
果
大
い
に
期
待

新関西製鉄
松谷修氏

完
成
イ
メ
ー
ジ




